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資料１

リスクコミュニケーション（意見交換会）の
コーディネーターを経験して

順天堂大学医学部公衆衛生学教室

堀口逸子

リスクコミュニケーションの定義

個人、機関、集団間での情報や意見のやりとり
の相互作用的過程

リスクコミュニケーションに含まれる２種類の
メッセージ

• リスクの性質について
• リスクメッセージに対する、またはリスク管理のた
めの法律や制度の整備に対する、関心、意見
および反応を表現する

吉川肇子
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相互作用的
行政や企業、科学者に代表されるリスク専門家から情
報が一方方向に伝えられることではない

多くの個人や利害関係者の団体が、リスクについての疑
問や意見を述べる

リスクに関する情報を交換し、ともに意思決定に参加す
る

リスクコミュニケーションの手法
新しいあるいは特殊なコミュニケーション手法があるわけで
はない

コミュニケーション技術としては、従来からの心理学のコミュ
ニケーション研究の成果が生かせる 吉川肇子

アレルギー表示問題で学んだ
リスクコミュニケーションへの道

同じ時代、同じ社会に暮らしていても「異文化」
を背負う人びとがいることを理解する

まず、同じテーブルについて、心を開いて話を聴く

押し付けないように自分の立場を説明する

立場と考え方に違いがあることを認める

その上で、調整可能な部分があり、調整可能で
あることを皆が信じて、妥当な方策を探る

一度であきらめず、これを何度か繰り返す
丸井英二
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今回のリスクコミュニケーション（意見交換会）
について自分なりに分析

目的

関係者間で問題意識を共有し、意見を出し
合いながら、ともに考えることにより、社会的な
合意形成の道を探る（農林水産省）

関係者間で問題意識を共有し、相互理解を
図る（厚生労働省）
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形式
意見交換会の要素を含む

大会議（大規模集会）の要素を含む

聴衆

大人数である

テーマについて関心が高い人たち

行政機関への信頼性は高い？低い？

合意形成のためのグループディスカッションには慣
れている？不慣れである？

パネリスト
それぞれの立場から選ばれている

目的を事前に認識できていたかわからない

必ずしも人前で話すことに慣れているわけではない

コーディネーター

司会者？

議長（リーダー）？

進行役？
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自分なりに考えた
今回のコーディネーターの役割

ファシリテーション（集団による知的相互作用を促進する
働き）の実施→ファシリテーター（協働促進者、共創支
援者）としての役割を担う

中立性を保つ（意図する方向に収束させない）：私見を
述べてはならない

プロセスをコントロールする

議論の内容をわかりやすく記述していく（同じ言葉を使っ
てもお互いがイメージしているものは違っているかもしれ
ない：議論を描く）

今後に向けた反省と改善

パネリスト及び参加者のリスクコミュニケーションに対する
理解

ファシリテーションができる体制

コミュニケーションスキルを身につけたプロジェクト成功の
ミッションをもたない立場（主催者である行政機関では
ない）のファシリテーターが必要
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